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第5回ＪＬＡシミュレーション審査会 実施細部

審査会実施概要
1. 実施日・実施場所

２０２０年 ９月１２日（土）千葉県夷隅郡御宿町須賀 御宿海水浴場
２０２０年１０月２４日（土）神奈川県三浦郡葉山町下山口 大浜海岸
２０２０年１２月２０日（日）シミュレーション審査会リモート（レスキューミーティング内）

想定実施細部

1. 想定の概略
係員統括（以下統括）の『想定はじめ』の合図で計測開始とします。
6名態勢で通常の監視業務中に有事が起きてしまった。
他にも遊泳客は存在し、海のコンディションは当日の状況とします。
遊泳禁止等の判断は海浜組合・役場の３者と協議し決定しているため容易に変更できない状

況です。
実施者により仮想119通報があり、救急隊要請された場合、後に救急隊が到着します。
統括の『想定終了』の合図によって審査終了とします。
想定に別途変更などあった場合、当日事前説明時に変更点や付加事項など、告知できる範囲

で実施チームにお知らせします。

2. 実施時間 9分間

3. 実施人数 6名 内訳(監視長1名 監視員5名)

4. 使用資器材
レスキューボード、レスキューチューブ×2、双眼鏡、パイプ椅子×3、拡声器、ＡＥＤ（訓

練用ＡＥＤ、訓練用パット×２）、バックボード、ネックカラー、ヘッドイモビライザー、傷
病者記録票（バインダー含む）、ディスポグローブ×100、詰所テント、トランシーバー×4基
（仮想消防含む）、はさみ、滅菌精製水の入ったボトル、お湯の入ったボトル、氷のう×1、毛
布、雑誌、ひも、傘。
※ＪＬＡが用意する使用資器材に不足を感じた実施チームは、普段パトロールに使用してい

る資器材を持ち込み可能とします。タイムテーブルに支障をきたさない範囲（浜に侵入後３分
以内）で準備してください。

5. 審査項目【審査表は当日審査員に配付】
①継続監視要領
②ライフセーバー間の連携要領
③傷病者への観察要領
④救急隊への引き継ぎ要領
⑤観衆への対応要領
⑥監視長の指揮要領
⑦資器材の適正な取扱い要領
⑧環境に配意した対応要領（感染対策含む）
⑨接遇要領
⑩関係者の対応要領
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※ 想定に別途変更点などあった場合、当日事前説明時に変更点や付加事項など、
告知できる範囲で実施チームにお知らせします。

ざします。

2020 年１0 月24 日 土曜日

神奈川県葉山町

葉山大浜海岸

2020 年9 月12 日 土曜日

千葉県御宿町

御宿中央海岸
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2020年12月20日(日)レスキューミーティング内で実施
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リモートでPowerPoint及び動画を活用し実施 １２１名参加

参加者都道府県分布
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2020年9月12日(土)千葉県御宿会場

2020年10月24日(土)神奈川県葉山会場
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葉山会場では毎年救急隊員
のエキストラ役に従事して
下さる東京消防庁ライフ
セービングクラブ含めた現
役消防吏員の皆さん。

普段の活動から、引き継が
れる救急隊員が何を求めて
いるのかご教示して下さっ
ています。

多くのギャラリーがいる中で、本番さながらの緊張感。
葉山会場に参加した１０チーム６０名のライフセーバーは、多くの失敗と発見があったの
ではないでしょうか。
この事は海水浴場シーズンの有事の際には、水辺利用者にとって有益となります。
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全国のライフセーバーが活動する多くで、各資器材を砂のある環境下で限りなく清潔を
保って取り扱わなければなりません。

ここも大きな課題であり、実施チームのパフォーマンスを多くのライフセーバーが見る
ことで、良いものは盗み、結果水辺利用者の安全に反映されていきます。
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各チームは、感染症対策として様々な装
備を検討してこられたことでしょう。

真夏の灼熱の環境下で、マスクや防護衣
ゴーグルやグローブなど、脱装着のしや
すさ含め、まだまだ進化を続けていかね
ばなりません。

葉山会場では、自身の実施後に他のチームの活動を見学しつつ、自分たちの行動の振り返りと今後の
検討課題に、自発的に話し合っている姿が見られました。
クラブ単位ではなかなか作ることのできない緊張感の中での活動は、多くの反省事項や課題が見えて
くるものです。
彼らの姿勢は、多くの水辺利用者に安心感を与えます。
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千葉県御宿会場では、夷隅郡市広域市町
村圏事務組合消防本部 救急隊員３名の
方々がエキストラに、また審査員として
も職員の方がご協力いただき、想定を真
剣に受け止めて実施してくださいました。

次番者テント内では、審査会の統一事項
など伝達に耳を向ける参加者も実災害を
イメージし真剣です。

関係者や要救助者を演じて下さったエキ
ストラは、大げさすぎず実際にあるリア
クションで、体の冷える水中に入り何度
も従事して下さいました。
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カツオノエボシの触手が右腕に絡みつい
たことを想定し、実際の受傷事故に近い
状態で、触手の裏には赤く腫れあがった
状態を再現し、JLA教本に記述ある対応
を実施しなかった場合は、３分後にアナ
フィラキシーショックを起こす付加想定。

各海水浴場で、クラゲ対応の認識に、差
異があっては好ましくないので、カツオ
ノエボシ含め様々な海生物刺傷に対する
想定は当分の間継続していく予定です。

海生物刺傷傷病者の反応は、実際の傷病
者に限りなく近い演技で行ってください
ました。



18

写真の傷病者は、体幹部分にサンオイ
ルが塗布されており、搬送時、滑って
しまうことを狙いました。

水浴場には、サンオイル使用者は少な
くありません。
この対応についても、各チームの検討
事項として持ち帰れたのではないで
しょうか。
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各チーム感染防止対策の装備は様々でした。
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各チーム感染防止対策の装備は様々でした。
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傷病者記録票の一枚目をさっと救急隊員に手渡し、申し送りは明瞭完結が、救急
隊の現場早期出発に寄与できます。伝達の仕方も要検討事項です。まだまだ時間
をかけず上手な引継ぎ方法があるかと思われます。
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メディカルダイレクターにより、
推奨される感染防止装備と、装備
離脱方法の注意点など紹介して下
さいました。
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味の素株式会社アミノサイエンス事業本部スポーツニュートリション部マーケティンググ
ループ 若井 友里子様より、コンディショニングにおけるアミノ酸の重要性、運動前後
におけるエネルギー・リカバリーとしてのアミノ酸の機能についてご講演をいただきまし
た。
高温多湿な炎天下で長時間活動するライフセーバーにとって、有意義な教養の時間となり
ました。

10月24日（土）葉山大浜海岸（神奈川県葉山町）
講演 「アミノ酸によるコンディショニングについて」

味の素株式会社 アミノサイエンス事業本部 スポーツニュートリション部
マーケティンググループ 若井 友里子 様
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閉会式では、各機関からの貴重な講評があり、ライフセーバーが公的救助機関到着前や、現着
した後、どんな行動・準備をすることが、早期搬送に寄与できるかご教授頂けました。この事
は国内の水辺の安全管理に大きく影響されると考えます。

株式会社フィリップス・ジャパン様にご協賛頂いたAED及びAEDパットが充実していたこと
により、多くのライフセーバーにとって、全国に水辺利用者にとって、より高度な公的救助機
関との連携や技術の向上出来る機会となったと深く感謝しています。

感染症対策に重きを置いた想定で実施された初年度でした。感染予防対策の器材はあるものの、
水の中に入り救助し、ライフセーバー間で協力し観察し、救急隊の現場早期出発に寄与できる
かに挑戦するために、多くの課題が発見できた想定ではなかったでしょうか。

この事は各海水浴場での環境は違えど、実際に起こり得た場合の対処をより現実的に課題とし
て持ち帰れたのではないでしょうか。

その他、『傷病者記録票』の取扱いによって、救急隊現着後も聴取継続し、救急隊に情報を早
期に引き継ぎ、他の行動に移れないなど課題も見えました。
また、千葉御宿会場では激しく降る雨の中での活動となり、AEDの管理や、感染防止対策の
各資器材、濡れて記入しづらくなった傷病者記録表の管理など、大きな課題発見もありました。
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全実施チーム１４チーム
実施者84名 係員など108名 見学者約90名

合計282名
多くの参加者のもと実施された第５回ＪＬＡシミュレーション審
査会は、今後大きなイベントとして飛躍する可能性を確信して
います。

２０２０年９月１２日（土）御宿中央海岸（千葉県御宿町）

参加クラブ
協力機関

JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

24名
12名

7名
13名
17名
4名
30名

107名

（4チーム）
（御宿町、勝浦海上保安署、夷隅郡市広域消市町村事務組合
消防本部、一般社団法人御宿町観光協会）
（理事、溺水防止救助救命本部委員、事務局）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

（千葉テレビ、毎日新聞、朝日新聞、千葉日報）

２０２０年１０月２４日（土）葉山大浜海岸（神奈川県葉山町）
参加クラブ
協力機関

協賛社関係者
JLA役員・実行委員
審査員
エキストラ・スタッフ
報道関係者
見学・観覧
合計

60名
10名

1名
7名
18名
18名
1名
６０名

175名

（10チーム）
（葉山町、第三管区海上保安本部、横須賀海上保安部、
葉山町消防本部、東京消防庁LSC）
（味の素株式会社）
（メディカルダイレクター、スーパーバイザー、事業本部、クラブ）

（ジェイコム湘南）
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千葉テレビ 2020年9月12日（土）



メディア露出結果

27

千葉日報 2020年9月13日（日）
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朝日新聞 2020年9月13日（日）
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毎日新聞 2020年9月13日（日）
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Webニュースなど

チバテレプラス
https://www.chiba-tv.com/plus/detail/20200939656

毎日デジタル
https://mainichi.jp/articles/20200913/ddl/k12/040/020000c

朝日デジタル
https://www.asahi.com/articles/ASN9D7363N9DUDCB001.html

千葉日報 有料サイト記事
https://www.chibanippo.co.jp/news/local/722390

ｄmenu ニュース
https://topics.smt.docomo.ne.jp/article/chibatv/region/chibatv-
20200914162216640

gooニュース
https://news.goo.ne.jp/article/chibatv/region/chibatv-
20200914162216640.html

海と日本PROJECTin千葉県TOP
https://chiba.uminohi.jp/information/lifesaver/

葉山 JCOM 神奈川つながるNews 横浜、鎌倉、横須賀 11月5日放送
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表彰結果

第5回JLAシミュレーション審査会

日付 場所 理事長賞 溺水防止救助救命本部長賞 メディカルダイレクター賞

2020.9.12 御宿

西浜ＳＬＳＣ 勝浦ＬＳＣ 横浜海の公園ＬＳＣ

園田 俊 大野 秀志
片平 悠理亜
メリッサ

菅野 敬介 山田 英次郎 柳沼 秀哉 岩田 一希 伊藤 圭吾 上田 和希

稲田 健太郎 髙橋 勇人 前田 葵 椿 光一郎 田中 優樹 麻田 健太 佐藤 慎羅 北村 太輝 神田 綾

2020.10.24 葉山

横浜海の公園ＬＳＣ 葉山ＬＳＣ 南伊豆ＬＳＣ

鍛冶 謙一 小勝 千尋 善波 雄一郎 加藤 智美 市川 悦子 津田 阿由加 古沢 佑真 鹿島 侑也 脇本 凌太

落合 慶二 髙木 惇暉 北田 尚輝 竹田 昇正 森本 祐一 高橋 健 井上 駿佑 高松 侑太郎 岡田 大輝

西浜ＳＬＳＣ

亀谷 重思 高橋 勇人 糸井 成

前田 葵 細金 さくら 手島 七海

Japan Lifesaving Association



【所感】
先ずは第５回目の審査会に参加して下さった多くの皆様に感謝いたします。

今年度の審査会は全国５カ所を計画していましたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、千葉県
夷隅郡御宿町須賀 御宿海水浴場と神奈川県三浦郡葉山町下山口 大浜海岸の２カ所での実施に至り
ました。
御宿海岸は雨降る中で、感染対策を講じるなど実施にあたり厳しい環境下の中でありました。また、

大浜海岸では、多くの係員が関わって下さり注目度の高さを痛感し、各地域の消防行政、各県庁、支
援して下さった企業様、地域のライフセービングクラブ様からのご支援、ご協力がなかったら成り立
たなかったと痛感し、深く感謝申し上げます。

一方、今年度は、開催できなかった地域の方々含め、リモートでの審査会の振り返りを実施し、各
クラブの活動記録から見えてきた検討事項などを、２０２１年度の夏期海水浴場の水辺安全管理に反
映させて頂ければと願ってやみません。

JLAシミュレーション審査会は今後も引き続き、数多くの地域で実施していきたく希望しています。
【効果として】
１. 各地域の消防行政と親睦を深め、相互理解を得ることにより有事対応に連携が図れる。
２. 実施チームの感じる緊張感は、実災害のそれに近い状態を作り出せ、そこで得た検討推奨事項
は、今後の活動に反映させる事ができる。

３. 多くの参加者によってマスメディアへの注目度が高まり、社会的にライフセーバーの活動実態
が広報される。

４. 他浜の活動実態を見学することから、使用資器材や連携技能、公的救助機関との引継ぎや連携
行動の確認が可能となる。

５. 各公的救助機関からの講評を頂いたことにより、我々が引き継ぐ相手が、どんなことを求めて
いているのか知り、今後の活動に反映できる。

各公的救助機関には、我々ライフセーバーの普段の対応を知ってもらう機会になり、グランドデザ
イン２０６１に掲げている、公的救助機関との連携強化の第一歩となったと強く確信しています。

各審査会実施地域で、実施後の振り返りを現地で行っているチームや、クラブごとに、この冬に間
に振り返りの検証会などを行っていると見聞きしています。
このことについて、自身のライフセービング活動に向き合う向上心の高さに感銘しております。

実施者が入れ替わり、同じ想定を複数回実施することで、検討推奨事項を目の当たりにすることが
できる。一堂に集まりシミュレーション審査会を実施することは、実施者、審査員、係員、エキスト
ラのすべての方々にとって、多くの気付きがあり、ホームビーチで活かせる術を持ち帰れたのではな
いでしょうか。

最後になりますが、地域クラブから選抜された審査員の【検討推奨事項】は、各浜で長い歴史ある
監視業務を先人から受け継ぎ、今日まで多くの経験に基づいて構築された貴重な物ととらえています。

第5回ＪＬＡシミュレーション審査会 検討推奨事項に示した『エキストラ所感』『審査員所感』
は審査員などから取りまとめた【検討推奨事項】となりますので、『メディカルダイレクター所感』
と同様、熟読して頂き、今後のパトロールに活かして頂くことが、審査会の根幹であり、運営側から
切望するところであります。

今後も、皆さんと一緒に審査会の運営自体も検討し、大きな効果を得られるようご協力のほど宜し
くお願い致します。

公益財団法人 日本ライフセービング協会
溺水防止救助救命本部

第５回ＪＬＡシミュレーション審査会 実行委員長 菊地太


